
「シン・鰹乃國プロジェクト」活動概要

「シン・鰹乃國プロジェクト」は、人口が急減している中土佐町で、久礼のかつおの価値を守り、高めていきます。その為に、多面的・横断的に取り組み、施策を提言、

実行していきます。それにより、持続可能なかつお産業を創出し、世界で唯一無二の「かつおの町」を作っていくことを目指します。
目
的

＜目指す姿＞

町民が誇る「かつお」を切口に、豊かで持続可能な漁師町を目指す。

世界で唯一無二の「かつおの町」

❶水産振興

❸観光振興

❺資源循環
／SDGｓ

❷商工振興

❹教育・文化

＜商工振興＞

◆久礼のかつおの価値向上

◆商品販促の強化

(優先：事業拡大希望事業者)

◆冷凍かつお・加工品の外商強化

(優先：事業拡大希望事業者)

◆ＥＣ推進とDX化模索

◆かつお関連事業社の雇用人材確保

◆新たな販路開拓(都市部エリア)

◆個人ふるさと納税のカツオ関連商品強化

◆調査研究サポート(優位性マーケティング調査、ゴシ研究)

◆乗組員確保／事業継承

◆鮮度保持／一本釣り漁法の優位性

◆かつお資源の保全、エサの確保

◆水揚げの確保（量・頻度の増）

◆かつお周遊する面の観光施策への転換

◆文化深掘り観光施策

◆かつお祭新形態も含めた「かつおの町」観

光施策

◆町のブランド化：これまでの「鰹乃國」ブランドをさらに発展。「かつおの町」として磨きあげる。

◆全国＆世界への情報発信強化、町内での理解促進、県内若年層やかつお好きとの関係構築によるファン形成

◆未利用資源の有効活用

◆ゴシの有効活用

◆浸水区域外への加工施設の増設模索

◆震災リスクの低いエリアへの販路開拓模索

＜商工加工＞

◆加工事業者の育成／

衛生管理技術の向上

◆加工設備・施設の増強

模索

漁船/久礼漁協/農林水産課/関連事業者

なかとさ観光協会／町内事業者／まちづくり課

町内事業者／町有加工施設運営者／ふるさと納税委託事業者／
商工会／なかとさ観光協会／まちづくり課・農林水産課

町内事業者／まちづくり課／農林水産課

町内事業者／まちづくり課／農林水産課／総務課

なかとさ観光協会／まちづくり課

＜商工振興＞伸びしろのある事業者の強化／全体のブランド力向上

＜商工加工＞加工技術向上・生産能力の拡大

量の観光から質の観光へ

(客単価向上・再訪促進・ファン化)

漁獲の維持・継続

かつおを通じた地域人材の育成

◆英才かつお教育による人材育成

(戻り鰹人材＆次世代の食べるプロの育成)

◆かつおに関連する文化活動

なかとさ観光協会／町内事業者／教育委員会／

まちづくり課・農林水産課

かつお資源の町内循環の取組み

❻移住・関係人口

町の移住施策と連携

◆協力隊、移住者などのかつお関連産業

雇用人材確保

◆かつおを切り口にした移住者創出

◆かつおファン化からの関係人口創出

◆ Uターン施策

町内事業者／移住業務委託事業者／まちづくり課

❼防災

南海トラフ以降のかつお産業維持

❽町のブランディング 「かつおの町」としてのブランドを確立していく。全国での認知度向上、町内での理解促進、かつおファンの形成
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